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下関港

1. 概況

〈市勢〉
　関門海峡を挟んで九州に近接し、大陸へ最も近い下関市は
海陸交通の要衝として早くから開け、日本の歴史とともに発
展してきました。
　下関市は、明治22年（1889）全国最初の市の1つとして市
制がしかれ、商工業・港湾・水産・観光都市としての性格を
あわせもつ、人口24万人の山口県下最大の都市で、2本の鉄
道トンネル、関門橋、関門国道トンネルと連絡船により結ば
れている北九州市と経済圏は一体をなしています。
〈地勢〉
　地形は、大小さまざまな丘陵地からなり、埋立地以外は、
平野の乏しい起伏の多い地形で、夏は東風、冬は西北西の風
が卓越していますが、おおむね、年間を通して温暖な気候に
恵まれた天然の良港をなしています。
〈港湾の沿革〉
　商業・港湾都市として著しい発展を遂げたのは、特に江戸
時代に入ってからで、毛利氏の統治下で培われた北前船によ
る諸国物産の集散地としての性格は、今日の下関港を形成す
る基礎となりました。
　明治時代に入り関門、関釜両連絡船の基地がおかれるとと
もに大陸方面や台湾などとの貿易港になり、次第に港湾諸施
設も整備拡充されてきました。また、下関港（当時、赤間関港）
は、明治32年（1899）に関税法にもとづく第一種港湾に指定
されて一般開港場となりました。
　太平洋戦争後は、大陸貿易が途絶え、関門トンネルの開
通などから九州との連絡港としての性格は薄くなりました
が、関釜フェリー㈱により昭和45年（1970）に再開された関
釜航路は、我が国最初の国際定期フェリー航路として脚光
を浴び、昭和63年（1988）からは毎日運航となりました。同
年には下関港国際ターミナルが完成するとともに、平成10年

（1998）には「はまゆう」、平成14年（2002）には「星希」と新
造船が次々と投入され、釜山航路の利便性は、さらに向上し
ました。また、平成18年（2006）から上海下関フェリー㈱（現
在の蘇州下関フェリー㈱）により蘇州（太倉）航路が就航し、
平成21年（2009）からは週２便へ増便されました。これらに
より、下関港の大陸への窓口としての役割はますます大きく
なりました。
　コンテナ貨物については、平成27年（2015）にコンテナ機

能を岬之町地区から新港地区（長州出島）に移転し、長錦商
船㈱による韓国航路が週1便運航されています。
　また、平成4年（1992）に東部に位置する臨海工業地帯に
長府ふ頭が完成した後、パプアニューギニア、豪州向けに大
型タイヤを中心に輸出が行われ、令和6年（2024）12月から
は木質バイオマス発電所が操業を開始し燃料の輸入も行われ
ています。
〈特徴〉
　下関港の外貿コンテナ貨物は関西以東の貨物が多く、輸出
の約65％、輸入の約31％が下関港から500km以上はなれた
関西・関東の貨物となっています。これは、下関港が本州で
中国・韓国等の東アジアにもっとも近いという地理的優位性、
高速道路やJR貨物等良好な陸上アクセス、全国の港湾で最
初に開始された年中無休の通関体制、年中無休の植物検疫・
週6日の動物検疫・食品検査体制等の物流の好条件が整って
いることにより、海上輸送でありながら、航空貨物に匹敵す
るスピードで東アジアと関西・関東との間の物流サービスを
提供しているからであり、輸入では産業機械や生鮮食品、輸
出では電子部品や精密機器等単価の高い貨物が利用されてい
ます。
〈将来計画〉
　下関港においては、今後も引き続き、東アジアと日本を結
ぶ物流と人流の双方の交流拠点として、また、地域の雇用を
支える産業基盤として、地域の経済社会の安定した発展に貢
献できるよう、本港地区再編による高速物流の機能強化・拡
大、新港地区（長州出島）における国際物流ターミナルのさ
らなる機能強化、港湾エリアを中心としたまちづくりによる
にぎわい創出を推進しています。

〒750–0066　下関市東大和町1–10–50
下関港国際ターミナル3F
☎083–231–1390
URL：https://www.shimonoseki-port.com/

下関市港湾局

下関港

新港地区（長州出島）（全景）

本港地区（全景）
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　この新港地区（長州出島）は、平成3年（1991）に港湾計画
に位置づけ、平成7年（1995）から、第Ｉ期整備として国際コ
ンテナ貨物等の多様な貨物に対応する国際物流ターミナルの
運輸・物流ゾーンの工事に着手し、平成21年（2009）3月に
一部供用開始しました。また、平成26年（2014）4月から中
古車の輸出拠点としてPCC船の定期寄港が開始され、平成
27年（2015）4月にはコンテナ機能が岬之町地区から新港地区

（長州出島）へ移転し、平成30年（2018）にはRORO船が就
航するなど、さらなる利活用が進んでいます。令和元年（2019）
9月からは、産業振興用地22ヘクタールの分譲を開始してお
り、物流業及び製造業を中心に港湾インフラを活用した企業
の進出が期待されています。さらに、令和5年（2023）のクルー
ズ岸壁完成に伴うインバウンド効果や、ふ頭用地拡張に伴い
完成自動車や鋼材の輸出が増加し、取扱貨物量がコロナ禍前
の約6倍になるなど、今後もさらなる地域経済への波及効果

の拡大が期待されています。
　一方、関門海峡に面した岬之町地区から唐戸地区のウォー
ターフロントエリアにおいては、関門海峡の優れた景観を生
かした再開発事業を推進しています。平成13年（2001）には、

「海響館（市立しものせき水族館）」及び「唐戸市場」がオープ
ン、平成14年（2002）にはフィッシャーマンズワーフ「カモン
ワーフ」もオープンしています。
　今後も、令和7年（2025）にアシカの展示施設を増設した「海
響館」のリニューアルオープンや星野リゾート「リゾナーレ下
関」の開業などを契機に、良好な港湾空間の形成やエリア全
体のにぎわい創出を図るなど、昼も夜も楽しめる他の港には
ない魅力的な空間を創り出し、官民一体となり市民が誇れる

「日本を代表するウォーターフロントシティ」の実現に向けた
取組を進めます。
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路 116,379 57,934 58,445
輸出 4,702 9,746 8,280 内国航路 648,045 336,052 311,993
輸入 14,110 14,412 3,942 計 764,424 393,986 370,438

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 830,079 100.0 5,606 0.7 2 0.0 1,543 0.2 559,382 67.4
輸入 1,404,616 100.0 94,163 6.7 242,655 17.3 113,223 8.1 676,215 48.1
計 2,234,695 100.0 99,769 4.5 242,657 10.9 114,766 5.1 1,235,597 55.3

移出 634,063 100.0 650 0.1 85,405 13.5 29,011 4.6

移入 551,199 100.0 8,577 1.6 64,886 11.8 151,631 27.5

計 1,185,262 100.0 9,227 0.8 150,291 12.7 180,642 15.2
合計 3,419,957 100.0 108,996 3.2 242,657 7.1 265,057 7.8 1,416,239 41.4

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 36,073 4.3 5,346 0.6 219,741 26.5 658 0.1 1,728 0.2
輸入 207,258 14.8 15,695 1.1 55,011 3.9 34 0.0 362 0.0
計 243,331 10.9 21,041 0.9 274,752 12.3 692 0.0 2,090 0.1

移出 415,287 65.5 32,690 5.2 71,020 11.2

移入 326,105 59.2

計 741,392 62.6 32,690 2.8 71,020 6.0
合計 984,723 28.8 53,731 1.6 345,772 10.1 692 0.0 2,090 0.1

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 587 3,851,723 20 963,507 50 938,758 140 1,100,926
内航商船 21,668 2,412,382 4 59,943 7 47,835
自　　航 343 2,691,475 343 2,691,475
そ  の  他 3,673 601,896 5 38,857
合　　計 26,271 9,557,476 20 963,507 54 998,701 495 3,879,093

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 133 643,578 64 123,922 3 2,493 177 78,539
内航商船 103 387,471 92 149,283 895 684,058 20,567 1,083,792
自　　航
そ  の  他 15 62,072 26 47,276 52 39,142 3,575 414,549
合　　計 251 1,093,121 182 320,481 950 725,693 24,319 1,576,880

最大入港船舶のトン数　171.59総トン（喫水 8.75m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
あるかぽーと –12m岸壁 あるかぽーと岸壁 12.0 335 50,000 1
第 1 突 堤
北 側 –4.5ｍ 岸 壁

８ 号 岸 壁 4.5 210 500 2

第 1 突 堤
北 側 –13 ｍ 岸 壁

10　号　岸　壁 13.0 296 20,000 1

第 1 突 堤
北 側 –4.5ｍ 岸 壁

11　号　岸　壁 4.5 120 700 2

第 1 突 堤
南 側 –9 ｍ 岸 壁

12　号　岸　壁 9.0 330 10,000 1 1 1,659

13　号　岸　壁 9.0 10,000 1 2 3,142
第 2 突 堤
北 側 –9 ｍ 岸 壁

15　号　岸　壁 9.0 150 10,000 1 1 2,000

第 2 突 堤
北 側 –10 ｍ 岸 壁

16　号　岸　壁 10.0 392 15,000 1 1 3,678

17　号　岸　壁 10.0 15,00 1 3,332
細江ふ頭 –7.5ｍ岸 壁 18　号　岸　壁 7.5 290 5,000 1 1 2,952

19　号　岸　壁 7.5 5,000 1 1 2,744
細江ふ頭 –10ｍ岸壁 20　号　岸　壁 10.0 400 15,000 1 2 4,116

21　号　岸　壁 10.0 15,000 1
細江ふ頭 –5.5ｍ岸 壁 22　号　岸　壁 5.5 213 2,000 2 2 3,318
岬之町ふ頭 –5.5ｍ岸壁 23　号　岸　壁 5.5 195 2,000 2 1 1,498
岬之町ふ頭 –10ｍ岸壁 24　号　岸　壁 10.0 438 15,000 1 2 2,960

25　号　岸　壁 10.0 15,000 1
岬之町ふ頭 –7.5ｍ岸壁 26　号　岸　壁 7.5 161 5,000 1
長 府ふ頭 –5.5ｍ岸 壁 長 府 １ 号 岸 壁 5.5 270 2,000 2 1 2,829
長 府ふ頭 –7.5ｍ岸 壁 長 府 ２ 号 岸 壁 7.5 160 5,000 1
長府ふ頭 –11m岸壁 長 府 ３ 号 岸 壁 11.0 225 30,000 1
西山ふ頭 –12ｍ岸壁 西 山 ３ 号 岸 壁 12.0 302 30,000 1
西山ふ 頭 –5.5ｍ岸 壁 西 山 ４ 号 岸 壁 5.5 197 2,000 1
新 港 ふ 頭 –12 ｍ
岸 壁（新 港 １ 号）

新 港 １ 号 岸 壁 12.0 328 30,000 1 ガントリークレーン
リーチスタッカー
タイヤ式ジブ
クレーン

30.5
45.0
30.5

1
1
1

6,534

新 港 ふ 頭 –12 ｍ
岸 壁（新 港 ２ 号）

新 港 ２ 号 岸 壁 12.0 385 220,000 1

西 山 け い 船 く い N 2 号 10.0 290 15,000 1
（私 　　　　　設）
三 菱 重 工 業 ㈱ 三 菱 １ 号 岸 壁 6.8 195 40,000 1 塔型走行C

塔型走行引込C
15.0
8.0

1
1

三 菱 ２ 号 岸 壁 6.7 195 40,000 1
三 菱 ４ 号 岸 壁 5.0 40 700 1 塔型水平引込式C 50.0 1
三 菱 ７ 号 岸 壁 6.2 88.0 9,000 1 内マスト型

定置式塔型C
〃

9.0
27.0

1
1

三 菱 ８ 号 岸 壁 7.5 196 40,000 2 塔型走行C
塔型水平引込式C

10.0
8.0

1
1

三 菱14号 岸 壁 5.4 120 40,000 1 塔型走行C 10.0 1
サ ン セ イ ㈱ 第 二 工 場 岸 壁 4.5～

5.0
125 700～

1,100
1 移動走行C

〃
10.0
20.0

1
1

シ ェ ル 石 油 ㈱ シェル石油岸壁 5.0 118 2,000 2
関 門 港 湾 建 設 ㈱ 関門港湾建設㈱

長 府 工 場 岸 壁
2.7 28.3 2,000 1 走行C 1

旭 洋 造 船 ㈱ 旭洋造船㈱岸壁 6.0 280 15,000 1
特 定 船 舶 製 造
事 業 安 定 協 会

新林兼第三工場
さ ん 橋

5.0 18 GT750 1
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保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場
（木材） – 7,627㎡
普通倉庫 32 67,675㎡
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） 32 67,675㎡
冷蔵倉庫 7 60,285㎡
水面倉庫（貯木場） 52,500㎡

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 1.0～13 1,417,284
はしけ溜 – –
木材投下泊地 − −
危険物泊地 – –

旅　客　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

下関港国際ター
ミナル

9,538

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 22,262
新交通・鉄道 −
ヘリポート –

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
㈱ 神 戸 製 鋼 所 神 戸 製 鋼 所

長府製造所岸壁
5.0 150 730 2

彦 島 精 錬 ㈱ 彦 島 製 錬 岸 壁 5.0 240 600 3
丸 一 鋼 管 ㈱ 丸一鋼管㈱桟橋 7.0 70 GT3,000 1
下 関 三 井 化 学 ㈱ 三 井 化 学 桟 橋 5.0 17
丸 一 鋼 管 ㈱ ド ル フ ィ ン 7.0 52.23 3.500 1
彦 島 精 錬 ㈱ ド ル フ ィ ン 11.9 195 60,000 1 橋型水平引込CU 1
下 関 三 共 化 学 ㈱ ド ル フ ィ ン 13.0 33

ド ル フ ィ ン 21.0 20
ド ル フ ィ ン 13.0 30
ド ル フ ィ ン 13.4 168

日 新 タ ン カー ㈱ ド ル フ ィ ン 16.0～
18.0

150 135,000 1

5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
福浦ボートパーク 3,533.07 6,728 0 50 50 なし 2.5

～
4.0

平成16
年度

管理棟、トイレ
駐車場

4. コンテナターミナルの概要    
岬之町地区 新港地区
埠 頭 名 岬之町ふ頭 埠 頭 名 新港ふ頭
ター ミ ナ ル 面 積 約29.000㎡ ター ミ ナ ル 面 積 約111,000㎡
岸 壁 延 長 370m 岸 壁 延 長 新港1号岸壁　328m
水 深 10m 新港2号岸壁　385m
リーファープラグ 440V 12口 水 深 12m
荷 役 方 式 リーチスタッカー方式 荷 役 機 械 JC1基、GC1基

リーファープラグ 220V 4口
440V 51口　55口

荷 役 方 式 リーチスタッカー方式
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6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
細江ふ頭緑地 2,512 0 休息緑地 平成19年度

岬之町ふ頭緑地 1,346 0 休息緑地 平成4年度 遊歩道

西山ふ頭緑地 5,620 165 休息緑地 平成3年度 遊歩道

唐戸親水緑地 5,644 543 親水緑地 平成17年度 遊歩道

巌流島緑地 30,000 600 親水緑地 平成14年度 遊歩道、人工海浜
あるかぽーと親水緑地 22,800 414 親水緑地 平成21年度 遊歩道、汐入池

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

下関海陸運送㈱ 〒750–0066　下関市東大和町1丁目5–22 083–266–1111 限 限
池田興業㈱下関支店 〒750–0092　下関市彦島迫町5丁目11–14 083–266–5451 ○
関光汽船㈱ 〒750–0025　下関市竹崎町4丁目6–8 083–231–7382 限
㈱九州ニチレイサービス 〒750–0017　下関市細江新町3–20 083–231–5921 限
日本通運㈱下関支店 〒750–0066　下関市東大和町1–10–66 083–261–1533 ○ ○ ○
門司港運㈱下関出張所 〒750–0017　下関市細江新町4–1 083–228–1255 ○ 限
門菱港運㈱ 〒750–0066　下関市東大和町2丁目18–35 083–266–0185 ○ 限
日新運輸工業㈱ 〒752–0953　下関市長府港町14–1 083–245–1183 限
関門沿岸荷役協業組合 〒750–0014　下関市岬之町18–33 083–231–3666 限

（組合員） 足立港運㈱ 〒750–0014　下関市岬之町18–12 083–222–6553
（組合員） 協立運輸商事㈱ 〒750–0087　下関市彦島福浦町1丁目2–15 083–268–1280
（組合員） ㈱タカツキ 〒750–0014　下関市岬之町18–33 083–231–0902
（組合員） ㈱松岡 〒750–8512　下関市東大和町1丁目10–12 083–267–5566
（組合員） ㈲蓑原組 〒750–0014　下関市岬之町20–15 083–223–5201

水先
水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数

関門水先区水先人会 〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–2–13 093–332–2384 29

（下関区は強制水先区）

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

㈱シーゲートコーポレーション
門司支店

〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–4–12 093–331–2168 3,600～4,400 2

西日本海運㈱ 〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–3–1–
3F

093–321–0487 4,200～4,400 2

グリーンシッピング㈱ 〒801–0852　北九州市門司区港町1–5 093–332–3187 4,000～4,400 3
日鉄物流㈱九州支店 〒804–0004　北九州市戸畑区大字戸畑464

番地24号
093–872–5866 3,600 1

春風海運㈱ 〒801–0852　北九州市門司区港町9–4 093–332–1078 3,600～4,400 4

7. 基地港湾
該当なし
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通船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 隻数

西日本海運㈱ 〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–3–1–3F 093–321–0487 4

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

九州地方整備局港湾空港部 〒812–0013　福岡市博多区博多駅東2–10–7（福岡第二合同庁舎内） 092–418–3340
九州地方整備局港湾空港部
下関港湾事務所

〒750–0066　下関市東大和町2–29–1 083–266–3291

九州地方整備局港湾空港部
下関港湾空港技術調査事務所

〒750–0025　下関市竹崎町4–6–1（下関地方合同庁舎内） 083–224–4130

九州運輸局下関海事事務所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–266–7151
下関海上保安署 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–267–1711
下関地方気象台 〒750–0025　下関市竹崎町4–6–1（下関地方合同庁舎内） 083–234–4005
広島出入国在留管理局下関出張所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–261–1211
門司税関下関税関支署 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–266–5376
中国財務局山口財務事務所下関出張所 〒750–0025　下関市竹崎町4–6–1（下関地方合同庁舎内） 083–234–4003
門司検疫所支所統括食品監視官付
下関分室

〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–266–1402

門司植物防疫所下関出張所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–266–4442
動物検疫所門司支所 〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–3–10（門司港湾合同庁舎内） 093–321–1116
動物検疫所下関港事務所 〒750–0066　下関市東大和町1–10–50　下関港国際ターミナル 083–223–1269
中国四国農政局山口県拠点 〒753–0088　山口市中河原町6–16（山口地方合同庁舎1号館） 083–922–5200
下関労働基準監督署 〒750–8522　下関市東大和町2–5–15 083–266–5476
ハローワークプラザ下関 〒750–0025　下関市竹崎町4–3–3　JR下関駅ビル リピエ2階 083–231–8189
山口県下関警察署 〒750–0016　下関市細江町2丁目3–8 083–231–0110
山口県下関水産振興局 〒750–0067　下関市東大和町1–16–1　漁港ビル 083–266–2141
下関市港湾局 〒750–0066　下関市東大和町1–10–50　下関港国際ターミナル 083–231–1390
下関市港湾事務所 〒750–0066　下関市東大和町1–7–1（下関港湾合同庁舎内） 083–266–3150
下関市渡船事務所 〒750–0067　下関市大和町1–16–1–109 083–261–1010
下関市農林水産振興部水産振興課 〒750–0005　下関市唐戸町4–1　カラトピア4F 083–231–1240
在下関大韓民国名誉総領事館 〒750–0066　下関市東大和町2–13–10 083–266–8426

（港湾）
区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

総合厚生 下関港湾福祉センター 〒750–0066　下関市東大和町1–4–40 083–266–0845

医療・厚生施設
（医療）

区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号
独立行政法人
地域医療機能
推進機構

下関医療センター 〒750–0061　下関市上新地町3–3–8 083–231–5811

廃油処理施設
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 処理能力（m3/D）

㈱イマナガ 〒800–0115　北九州市門司区新門司3–38–2 093–481–5097 8
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